
ジョン・ケージ       北村朋幹［ピアノ］ 
 

プリペアド・ピアノのための 

ソナタとインターリュード［全曲］ 

Sonatas and Interludes for prepared piano  
 

2021 年 9 月 19 日［日］ 14：00 開場／15：00 開演 ［14：15 より白石美雪のプレトーク］ 

所沢市民文化センター ミューズ マーキーホール 

全席指定￥2,300 メンバーズ特割￥1,800  

ミューズチケットカウンター 04-2998-7777 インターネット予約  所沢ミューズ  検索 

発売：メンバーズ 6 月 19 日［土］／一般 6 月 26 日［土］ 

託児：イベント託児・マザーズ〈要予約〉Tel:0120-788-222 0～1 歳:￥2,000 2 歳以上:￥1,000 

主催：公益財団法人所沢市文化振興事業団 

John Cage 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

所沢ミューズでのレコーディングの風景 



関連企画  9 月 19 日［日］14：15～14：45 ＠マーキーホール ［観覧には公演チケットが必要です。］ 

白石美雪のプレトーク「ジョン・ケージの誘惑」 
ジョン・ケージはどこから来て、何を成し遂げたのか。作曲家にして、詩人、哲学者、キノコ研究にも情熱

を傾けたケージの知られざる魅力と素顔をケージ研究の第一人者である白石美雪が分りやすく解説。ケージ

によって考案されたプリペアド・ピアノの発想の原点と作品の不思議な魅力に迫る。 
 

〇白石美雪［武蔵野美術大学教授／音楽学］  

東京藝術大学大学院修了。ケージをはじめとする現代音楽研究の第一人者。著書に『すべての音に祝福を ジョン・ケージ 

50 の言葉』『ジョン・ケージ 混沌ではなくアナーキー』（吉田秀和賞受賞）。横浜みなとみらいホールの Just Composed in 

Yokohama の企画制作を行っている。東京オペラシティの「コンポージアム」、サントリーホールの「サマー・フェスティバ

ル」にも参画した。朝日新聞の演奏会批評を執筆し、テレビ、ラジオの出演も多い。現在、武蔵野美術大学教授、国立音楽大

学非常勤講師、所沢ミューズ企画運営委員。 

 

北村朋幹［ピアノ］    Tomoki Kitamura, Piano 

愛知県生まれ。3 歳よりピアノを始める。浜松国際ピアノコンクール第 3

位、シドニー国際ピアノコンクール第 5 位、リーズ国際ピアノコンクー

ル第 5 位、ボン・テレコム・ベートーヴェン国際ピアノコンクール第 2

位を受賞。2005 年、東京音楽コンクール第 1 位・審査員大賞を受賞。 

2005 年 6 月に初めてのリサイタルを開催。国内はもとより、ドイツ、フ

ランス、イギリス、ベルギーなどヨーロッパ各地でリサイタル、室内楽、

オーケストラとの共演、そして古楽器による演奏を行う。その演奏は「類

稀なる時間の感覚。まるで素晴らしい指揮者によるオーケストラの演奏

を聴いているよう」(パーヴェル・ギリロフ)、「卓抜な詩的感性、そして

哲学的叡智を具えた芸術家」(濱田滋郎)と評された。2020 年、東京オペ

ラシティの「B→C」に出演。4 台の鍵盤楽器を駆使しケージらの作品を

取り上げた画期的なコンサートは「我が国のピアノ演奏史において重要

な一夜と言っても過言ではない。」（伊藤制子）と高く評価された。2019 年からは「Real-time」と題した自身の

リサイタル企画を展開し注目を集めている。2021 年 12 月には３回目のリサイタルを開催予定。 

録音はフォンテックから『遙かなる恋人に寄す―シューマン「幻想曲」からの展望―』、『夜の肖像』、『黄昏に-ブ

ラームス／リスト／ベルク作品集』、『Bagatellen』が発売され、レコード芸術誌など高い評価を得ている。2021

年夏には、所沢ミューズで収録したジョン・ケージ「プリペアド・ピアノのためのソナタとインターリュード」

をリリース予定。 

愛知県立明和高等学校音楽科を経て東京藝術大学に入学、2011 年よりベルリン芸術大学ピアノ科で学び、最優秀

の成績で卒業。これまでに伊藤恵、エヴァ・ポブウォッカ、ライナー・ベッカーの各氏に師事。2018 年よりフラ

ンクフルト音楽・舞台芸術大学でイェスパー・クリステンセン氏のもと、歴史的奏法の研究に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 チケット発売／メンバーズ：6月 19日［土］ 一般：6月 26日［土］ 
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